
岩滑小学校だより

やかちの風

新緑の季節、風が本当にさわやかです。アジサイの花芽が生長し、開花の時期を待っ

ています。田んぼでは田植えが始まっています。梅雨も近いように感じます。

先日は学校公開日へ多数ご参加くださいましてありがとうございました。公開日以外

でも授業の様子、子どもたちの様子をいつでも見に来てください。

さて、先週の金曜日、６年生と４年生が校外学習に出かけました。６年生は社会科の

学習として明治村に行きました。実際に目で見て、肌で感じることにより、歴史のおも

しろさを体感したのではないかと思います。先人の知恵と勇気に気がついてくれるとう

れしいです。４年生はクリーンセンターへ行きました。これも社会科の学習です。毎日

の健康なくらしを支えていてくれるものについて考え、調べる学習の中に「ごみのしま

つと活用」という単元があります。クリーンセンターの見学で、ごみ処理のことだけで

なく、リサイクルやエコについても学んでくれたことでしょう。

６年生も４年生もバスを利用しました。出発していくバスを教頭先生と見送りました。

事故無く、みんななかよく、楽しく学習してきてほしいという思いを込めて、動き出し

たバスに向かっていってらっしゃいと手を振りました。どのバスの窓からも子どもたち

の満面の笑みと大きく振られたいくつもの手。当たり前の風景かもしれませんが、子ど

もたちの素直さに感動した朝になりました。

＜校長＞

～5月７日～11日の交通教室へのご協力ありがとうございました～

本年度も連休明けの 1 週間で交通教室を

実施しました。交通指導員の尾田さんをは

じめ、４名の指導員さんに説明を受け、実

地訓練の場面では育友学級委員の方と保護

者の方に協力いただきました。

１・２年生は学校の東側の高山信号から

北の通りの歩行訓練を行いました。雨天時

の登下校を想定して傘のさし方や雨の日の

歩き方も学びました。３年生は運動場で基

本的な自転車の乗り方を勉強しました。正

しい自転車の乗り方・出発停止の仕方などを学びました。４・５年生は前年度までの練

習を生かし、高山信号で信号交差点での自転車を押しての横断歩道の渡り方や中道での

自転車の走行の仕方を勉強しました。６年生は体育館で警察の交通課の方からビデオを

使って、自転車による過失事故などについて学びました。自転車が加害者になった事故

では、自転車の運転者(保護者)に何千万円という賠償責任が問われるケースがあること

なども知りました。
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～第一回学校公開日参観ありがとうございました～

「１年‥立哨講習会・親子ブラッシング教室・親子給食」等

５月１７日(木)に本年度最初の学校公開を

行いました。

１年生は２時間目に立哨講習会を行い、そ

の後、親子ブラッシング教室・親子給食を行

いました。

立哨講習会では、新１年生の保護者の方と

転校生の保護者の方を対象に、尾田交通指導

員さんから立哨の仕方について話をしていた

だき、その後、育友地区委員の方から、立哨

箇所毎の立哨の仕方を指導していただきました。６月からの立哨当番には新１年生の保

護者の方にも参加をお願いします。３時間目

の親子ブラッシング教室では、６年生のブラ

ッシング委員の体験発表を聞いた後、村井歯

科医さんとスタッフの方から正しいブラッシ

ングについて指導していただきました。また

その後、楽しい親子給食を行いました。保護

者の方には久しぶりの給食で懐かしい味でし

た。

他の学年も多く方に参観をしていただけま

した。ありがとうございました。

～交通立哨よろしくお願いします。

通学路の通り方・下校後の遊び方にご注意をお願いします。～

今年は各地で登校中の交通事

故が話題になっています。幸い ＜岩滑高山信号＞ ７：５５～８：１５

本校では育友会の皆様のご協力 ＜旧高山センター前＞ ７：５５～８：１５

により事故等はおこっておりま ＜岩滑中町点滅信号＞ ７：５０～８：１０

せん。ありがとうございます。 ＜岩滑中町信号＞ ７：３５～７：５５

本年度も右のように各立哨箇 ＜岩滑西町信号＞ ７：３０～７：５０

所で交通立哨をお願いいたしま ＜岩滑西町信号農免入り口＞ ７：２５～７：４５

す。子どもさんの家を出る時間

を考えていただき、立哨時間内に主要交差点を通過できるようにご協力ください。

登下校中のマナーや下校後の遊び方についてご家庭で話題にしてください。

登下校中に大声を張り上げたり、石を蹴ったりして地域の方に迷惑をかけているとの

話を聞きます。また、下校後の遊び方も考えてみてください。道路で遊んだり、ボール

を蹴って車や家の壁に当ててしまうことがあるようです。特に、自動車の少ない細い路

沿いで、生活をしている方々に迷惑をかけることもあります。


